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協
議
員
会
は
今 

１
０
・
１
１
月
の
協
議
員
会
で
の
報

告
・
検
討
内
容
を
一
部
紹
介
し
ま
す
。 

① 

来
年
度
事
業
に
関
し
て
各
隣
保 

・
各
種
団
体
か
ら
提
出
さ
れ
た
要

望
検
討
及
び
来
年
度
事
業
計
画

と
予
算
組
み
の
準
備 

② 

自
治
会
関
連
費
徴
収
準
備
。
区 

内
事
業
所
の
協
力
金
等
見
直
し 

③ 

補
助
事
業
に
つ
い
て
（
公
民
館 

の
外
部
非
常
階
段
の
塗
装
等
） 

④ 

秋
祭
り
の
役
割 

分
担
確
認
と
準
備 

の
裏
方
不
足
検
討 

⑤ 

公
民
館
電
気
工
事 

（
漏
電
の
原
因
は 

パ
ソ
コ
ン
室
照
明 

ス
イ
ッ
チ
の
不
具
合
） 

⑥ 

自
主
防
災
訓
練
内
容
確
認 

⑦ 

今
年
度
「
自
律(

立)

の
ま 

ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
と
し
て

「
安
心
カ
プ
セ
ル
」
等
準
備 

⑧ 
１
１
月
、
フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
の 

植
替
え
用
に
葉
牡
丹
８
０
株 

⑨ 

町
か
ら
の
要
請
を
受
け
、
区
主 

催
の
合
格
祈
願
祭
検
討
（
従
来
の 

中
学
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
も
含
む
） 

お
知
ら
せ 

■ 

今
年
度
第
１
回
辻
川
界
隈
検
討

委
員
会
（
１
０
月
２
０
日
）
か
ら 

平
成
２
３
～
２
５
年
度
の
県
の
補

助
事
業｢

地
域
の
夢
推
進
事
業｣

が

終
了
し
、
２
６
年
度
か
ら
は
県
の

「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
推
進
事
業
」
の

補
助
を
受
け
、
引
き
続
き
「
銀
の
馬

車
道
」
沿
道
・
周
辺
地
域
の
ま
ち
な 

み
美
化
が
推
進
さ
れ
る 

こ
と
に
な
っ
た
。
今
年 

度
の
計
画
と
し
て
は
、 

①
辻
川
山
山
頂
に
展
望 

場
（
井
ノ
口
方
面
展
望
）
、 

②
「
学
問
成
就
の
道
」

案
内
標
識
看
板
（
顔
出
し
看
板
も
）

設
置
等
。 

 

当
面
の
予
定 

 

１
月
１
１
日
（
日
）
１
１
時
頃
～ 

 
 

合
格
祈
願
祭
（
辻
川
区
主
催
） 

１
月
１
８
日
（
日
）
１
３
時
３
０
分
～ 

 
 

平
成
２
７
年
度
辻
川
区
総
会 

１
月
２
４
日
（
土
）
１
９
時
３
０
分
～ 

 
 

新
隣
保
長
会
議 

 

祭
礼
行
事
の
お
知
ら
せ 

宮
当
番[

十
四
隣
保]

よ
り 

◆
１
月
１
日
～
３
日 

 

正
月
祭
り
（
鈴
の
森･

高
藤
稲
荷
神
社
） 

◆
１
月
１
１
日
（
日
）
１
０
時 

冬
え
び
す 

（
鈴
の
森･

恵
美
酒
神
社
） 

 

一
戸
あ
た
り
２
０
０
円
の
賽
銭
を 

お
願
い
し
ま
す
。 

◆
１
月
１
４
日
（
水
）
１
５
時 

と
ん
ど 

（
鈴
の
森･

高
藤
稲
荷
神
社
） 

 

事
業
報
告 

◆
９
月
２
０
日
（
土
） 

隣
保
長
・
各
種
団
体
役
員
会
議 

① 

秋
祭
り
実
行
委
員
会
構
成
・
運

行
予
定
等
説
明
。 

② 

来
年
度
事
業
計
画
立
案
へ
の
隣

保
・
各
種
団
体
か
ら
の
要
望
は

１
０
月
１
５
日
締
切
で
提
出
を
。 

③ 

環
境
担
当
か
ら
…
■
空
カ
ン
と

空
ビ
ン
は
分
別
を 

■

他
所
の

ゴ
ミ
袋
使
用
禁
止 

■

清
掃
担

当
ノ
ー
ト
は
早
め
の
回
覧
を 

④ 
今
年
度
「
自
律(

立)

の
ま
ち
づ

く
り
交
付
金
制
度
」
対
象
事
業

の
取
り
組
み
計
画
確
認 

◆
９
月
２
８
日
（
日
）
道
普
請 

 

秋
祭
り
に
向
け
て
の
区
民
総
出

の
街
路
大
掃
除
。
今
回
初
め
て
隣
保

長
の
皆
さ
ん
に
、
雲
津
川
の
草
抜
き

に
加
勢
い
た
だ
い
た
。 

鈴
の
森
神
社
関
係
で
は
、
１
９
日

に
辻
川
界
隈
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
プ
が
、
２
３
日
に
は
消
防
Ｏ
Ｂ
会

が
、
２
７
日
に
は
老
人
会
が
、
鈴
の

森
神
社
境
内
の
清
掃
や
周
辺
の
下

刈
り
に
精
を
出
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

多
く
の
地
域
住
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
感
謝
。 

◆
１
０
月
１
１
日
（
土
）・ 

１
２
日
（
日
） 

秋
祭
り 

      

台
風
１
９
号
に
追
い
か
け
ら
れ

な
が
ら
も
何
と
か
持
ち
こ
た
え
た

秋
祭
り
で
あ
っ
た
。 

今
年
は
田
尻
屋
台
が
新
調
、
井
ノ

口
が
「
東
山
」
屋
台
を
大
改
装
し
た
。

平
成
二
二
年
の
西
光
寺
、
二
三
年
の

中
島
、
二
四
年
の
吉
田
、
二
五
年
の

大
門
（
大
改
装
）
と
最
近
「
新
調
」

が
相
次
ぐ
が
、
田
原
地
区
で
の
新
調

先
駆
け
が
平
成
四
年
の
辻
川
屋
台

で
あ
り
、
今
、
そ
の
歴
史
を
つ
な
い

で
い
る
こ
と
に
胸
を
張
り
た
い
。 

さ
て
、
今
年
の
秋
祭
り
を
少
し
振

り
返
っ
て
み
よ
う
。
今
年
も
身
長
に

よ
る
棒
割
の
徹
底
が
奏
功
し
た
。
本

宮
宮
入
の
２
０
数
分
の
粘
り
…
前

の
屋
台
の
停
滞
に
も
動
じ
な
い
見

事
な
練
り
は
圧
巻
で
あ
っ
た
。
拝
殿

の
観
客
の
評
価
も
辻
川
は
高
か
っ

た
。
木
方
の
陣
頭
指
揮
の
も
と
棒 

    端
・
青
年
団
が
結
束
し
て
祭
り
に
あ

た
っ
た
結
果
で
あ
る
。
ま
た
、
今
年

も
青
年
団
女
子
部
及
び
「
辻
川
レ
デ

ィ
ー
ス
」
が
各
休
憩
所
で
の
後
片
付

け
や
、
し
で
棒
を
か
ざ
し
て
の
屋
台

の
露
払
い
に
大
活
躍
し
た
。
練
り
子

自
身
に
よ
る
休
憩
所
の
後
片
付
け

も
さ
ら
に
改
善
し
た
よ
う
に
感
じ

た
。
声
援
や
拍
手
を
送
っ
て
く
だ
さ

る
方
々
、
消
防
Ｏ
Ｂ
会
や
子
ど
も
会

の
皆
さ
ん
を
始
め
と
し
て
縁
の
下

の
力
持
ち
と
し
て
祭
り
を
支
え
て

く
だ
さ
っ
た
多
く
の
辻
川
区
民
の

皆
様
に
感
謝
し
た
い
。 

な
お
、
本
宮
で
辻
川
区
の
休
憩
場

所
に
用
意
し
て
あ
っ
た
飲
み
物
の

案
内
が
不
徹
底
で
あ
っ
た
こ
と
を

お
詫
び
し
た
い
。
一
声
あ
げ
る
気
配

り
が
地
域
を
つ
く
る
。
ま
た
、
翌
１

３
日
に
は
有
志
に
よ
る
辻
の
片
づ

け
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
付
記

し
て
お
く
。 

 

   

◆
１
１
月
１
６
日
（
日
） 

自
主
防
災
訓
練 

 

今
年
度
２
回
目
の
訓
練
と
し
て

防
災
士
に
よ
る
講
義
と
心
肺
蘇
生

法
及
び
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
講
習
が
実

施
さ
れ
た
。
こ
れ
は
辻
川
分
団
が
今

年
度
防
火
啓
発
推
進
事
業
分
団
に

指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。
参
加
者
は
２
０
余
名

（
内
一
般
参
加
は
２
名
だ
け
で
あ

っ
た
。
残
念
）
。
併
せ
て
消
火
器
の

販
売
と
詰
め
替
え
も
行
わ
れ
た
。 

◆
１
１
月
３
０
日
（
日
） 

辻
川
山
短
歌
の
森
公
園
の
手
入
れ 

 

商
工
部
会
と
協
議
員
、
お
疲
れ
様
。 

辻
川
山
公
園
の
清
掃
協
力 

１
０
／
２
５
、
穏
や
か
な
陽
気
の
下
、
第

Ⅳ

ブ
ロ
ッ
ク
を
中
心
に
辻
川
区
か
ら 

 

１
９
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。
御
苦
労
様
。 
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12日 8:55大門･北野･加治谷と 

11日 8:00 堰溝沿いを蔵出 

11日 13:00 新「河次郎」現る 

 

 

福
崎
の
文
化
財 

 
 
 

区
長 

釜 

坂 

道 

弘 

こ
の
度
、
神
積
寺
開
基
一
千
年
と
秘
仏
ご
本
尊

の
ご
開
帳
が
行
わ
れ
、
そ
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

こ
の
神
積
寺
は
、
慶
芳
上
人
が
諸
国
巡
錫
の

折
、
辻
川
の
有
井
堂
を
一
夜
の
宿
に
さ
れ
た
と

き
、
文
殊
菩
薩
の
お
告
げ
と
守
護
を
得
、
一
条
天

皇
の
勅
に
よ
り
正
暦
２
年
（
９
９
１
年
）
に
こ
の

地
に
建
立
さ
れ
、
薬
師
如
来 

が
本
尊
と
し
て
祀
ら
れ
て
い 

ま
す
。
こ
の
薬
師
如
来
像
は 

当
山
を
開
山
し
た
慶
芳
上
人 

が
自
ら
彫
っ
た
と
さ
れ
、
藤 

原
時
代
の
代
表
的
な
尊
容
を 

表
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
明 

治
３
４
年
に
国
の
重
要
文
化 

財
に
指
定
さ
れ
て
い
て
、
勅 

封
の
秘
仏
と
し
て
６
０
年
に
一
度
し
か
見
る 

こ
と
が
出
来
な
い
仏
像
で
す
。
そ
の
６
０
年 

に
一
度
の
ご
開
帳
が
こ
の
度
行
わ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
な
貴
重
な
文
化
財
を
一
目
見
よ
う

と
連
日
、
県
外
か
ら
も
多
く
の
方
が
訪
れ
ま
し

た
。
私
た
ち
も
こ
れ
を
契
機
に
、
福
崎
町
の
文
化

財
と
歴
史
に
目
を
向
け
、
再
評
価
し
、
語
り
継
い

で
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
も
う
一
度
考
え
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

 

   

12日 14:15 塞
さい

神社前で差す 

11日 13:10 奉納相撲に河童現る 

11日 12:15 宵宮宮入(恵美酒神社前) 

 

 

 

12日 23:10 蔵入 

最高の笑顔が輝く 

 

11日 17:40  

乗子も担う 

 

11日 12:30  

宵宮のゴミ分別 

12日 21:10 屋台に合羽 

 

http://www10.plala/


協
議
員
と
し
て
の
任
期
を
終
え
て 

 
内
藤
政
義 

１
０
年
間
、
有
り
難
く
感
謝

し
な
が
ら
卒
業
を
迎
え
ま
し
た
。
辻
川
区

の
益
々
の
発
展
と
素
晴
ら
し
い
町
づ
く

り
、
人
づ
く
り
、
文
化
づ
く
り
に
、
今
後

を
期
待
し
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
健
康
と

ご
活
躍
心
よ
り
念
じ
て
い
ま
す
。 

川
端
一
郎 

毎
年
の
行
事
優
先
か
ら
、
本

来
の
「
企
画
立
案
・
推
進
・
実
行
・
振
り

返
り
」
の
道
筋
づ
く
り
が
必
要
と
思
っ
た
。 

松
岡
博
子 

思
い
も
掛
け
ず
協
議
員
に
推

さ
れ
て
、
元
気
だ
け
が
取
り
得
の
私
が
皆

様
の
ご
協
力
の
お
陰
で
６
年
間
を
過
ご
す

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
今
後
は
一
区
民
と

し
て
辻
川
区
の
発
展
を
願
っ
て
い
ま
す
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

鈴
木
健
文 

区
の
更
な
る
活
性
化
、
発
展
、

円
滑
な
運
営
に
向
け
て
、
新
た
な
知
恵
と

意
識
、
行
動
力
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
は
新
し
い
方
に
委
ね
た
い
と
思
い
ま

す
。
ご
協
力
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

井
上
良
宣 

二
期
四
年
を
終
え
て
、
自
分

の
無
力
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
文
化
を
担

当
す
る
中
で
、
界
隈
展
に
つ
い
て
は
開
催

時
期
や
内
容
を
検
討
す
る
時
期
が
来
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。
界
隈
展
に
限
ら

ず
、
辻
川
区
の
諸
問
題
を
新
し
い
メ
ン
バ

ー
で
解
決
す
る
環
境
が
出
来
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

桑
原
賢
治 

協
議
員
と
し
て
何
も
し
な
い

一
年
目
が
過
ぎ
、
何
も
出
来
な
か
っ
た
二

年
目
が
過
ぎ
、
先
輩
協
議
員
の
厚
意
に
甘

え
た
二
年
間
で
し
た
。
唯
、
辻
川
区
の
行

事
に
少
し
だ
け
で
も
興
味
を
抱
い
て
い
る

自
分
を
見
つ
け
た
こ
と
に
価
値
が
あ
り
ま

し
た
。
感
謝 

植
田
弘
造 

振
り
返
る
と
中
途
半
端
な
事

し
か
出
来
な
か
っ
た
二
年
間
で
し
た
。
協

議
員
と
い
う
の
は
二
足
の
草
鞋(

わ
ら
じ)

で

は
難
し
い
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

役
員
改
選
で
は
そ
う
い
っ
た
点
も
よ
く
考

え
て
投
票
を
お
願
い
し
ま
す
。 

       

    

前
田
亮
平 

初
め
て
協
議
員
を
さ
せ
て
も

ら
い
、
辻
川
区
の
運
営
は
皆
さ
ん
の
協
力

が
不
可
欠
で
あ
る
事
、
自
分
が
何
も
知
ら

な
か
っ
た
事
を
痛
感
し
た
２
年
間
で
し

た
。
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。 

中
村
武
嗣 

二
年
間
の
任
期
を
何
程
の
事

も
出
来
な
い
ま
ま
終
え
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
は
若
い
人
に
頑
張
っ
て
貰
い
、
辻
川
が

さ
ら
に
良
く
な
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。
お

世
話
に
な
り
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

田
﨑
正
和 

い
つ
も
年
頭
の
総
会
を
欠
席

し
心
苦
し
い
ス
タ
ー
ト
で
す
が
、
皆
様
に

は
温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
き
感
謝
し
て

い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味
関

心
の
お
あ
り
の
方
、
ぜ
ひ
手
を
挙
げ
て
！ 

          

                                          

                

災
害
に
備
え
る 

７ 
 

地
震
対
策 

① 
 

山
崎
断
層
は
ど
こ
に
？ 

                       

福
崎
町
は
山
崎
断
層
系
の
部
分

断
層
で
あ
る
琵
琶
甲
断
層
と
安
富

断
層
上
に
位
置
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、

数
十
万
年
前
か
ら
の
断
層
運
動
に

よ
っ
て
大
地
が
破
砕
さ
れ
東
西
の

谷
地
形
が
で
き
、
南
北
方
向
に
は
市

川
が
谷
を
刻
み
氾
濫
原
を
広
げ
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
自
然
の
営
み

の
上
に
「
辻
」
が
つ
く
ら
れ
町
が
発

展
し
て
き
ま
し
た
。
今
、
私
た
ち
福

崎
の
住
民
が
最
も
懸
念
す
る
の
が
、

こ
の
山
崎
断
層
系
の
地
震
と
数
十

年
の
う
ち
に
確
実
に
起
こ
る
と
さ

れ
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
（
南

海
・
東
南
海
・
東
海
地
震
が
連
動
）

で
す
。
こ
れ
ら
の
地
震
に
つ
い
て
は

す
で
に
「
辻
川
だ
よ
り
」
１
～
４
号

で
特
集
し
て
き
ま
し
た
の
で
（
手
元

に
な
い
方
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
） 

                       

今
号
で
は
山
崎
断
層
系
が
福
崎
町

の
ど
こ
を
通
る
の
か
、
国
（
地
質
調

査
総
合
セ
ン
タ
ー
）
が
公
開
し
て
い

る
現
段
階
で
の
デ
ー
タ
を
紹
介
し

ま
す
（
左
図
の
赤
帯
、
そ
の
中
の
黒

線
は
田
﨑
の
加
筆
、
破
線
は
推
定
）
。

た
だ
し
、
こ
の
図
は
左
下
に
も
注
記

し
た
よ
う
に
誤
差
を
含
ん
で
い
る

こ
と
、
実
際
は
町
中
心
部
に
広
が
る

市
川
の
氾
濫
原
堆
積
物
の
下
に
何

本
も
枝
分
か
れ
し
て
存
在
し
て
い 

    

                           

る
可
能
性
が
高
い
（
地
下
で
は
１
本

の
主
断
層
が
地
表
付
近
で
枝
分
か

れ
し
て
い
る
こ
と
が
よ
く
あ
る
）
こ

と
を
付
け
加
え
て
お
き
ま
す
。
ま
た
、

活
断
層
の
位
置
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
は
資
産
価
値
の
問
題
に
も
つ

な
が
り
ま
す
の
で
、
公
表
さ
れ
て
い

る
デ
ー
タ
と
は
い
え
取
扱
い
に
は

お
互
い
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
と
は

い
え
、
活
断
層
上
が
最
も
危
険
と
い

う
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

       

                        

 

先
の
阪
神
淡
路
大
震
災
の
際
に
、

地
表
に
現
れ
た
野
島
断
層
上
に
建

つ
民
家
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
、
断
層
の

動
き
の
ま
ま
に
上
下
に
ず
れ
て
は

い
ま
し
た
が
倒
壊
せ
ず
に
立
っ
て

い
ま
し
た
。
建
物
被
害
の
要
因
と
し

て
は
、
地
盤
の
特
性
（
埋
立
地
や
地

下
水
位
の
高
い
砂
地
盤
、
山
麓
部
の

ひ
な
壇
状
の
造
成
地
、
地
震
波
が
集

ま
る
地
下
構
造
な
ど
）
、
建
物
の
構

造
（
柱
や
壁
が
少
な
い
、
重
い
瓦
屋

根
）
や
使
い
方
（
２
階
に
重
い
荷
物
）

や
老
朽
化
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

辻
川
の
主
な
地
盤
は
、
こ
ぶ
し
大
の

円
礫
か
ら
な
る
氾
濫
原
（
段
丘
）
堆

積
物
で
す
か
ら
比
較
的
安
全
で
す
。

建
物
に
つ
い
て
は
耐
震
診
断
を
し
、

耐
震
工
事
を
す
る
こ
と
が
何
よ
り

で
す
が･

･

。
次
号
以
降
で
は
家
庭
で

で
き
る
家
具
の
転
倒
防
止
対
策
や

非
常
持
出
品
の
準
備
、
安
否
確
認
方

法
の
ポ
イ
ン
ト
等
を
ま
と
め
ま
す
。 

 

編
集
後
記 

 

こ
の
夏
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地

を
、
福
島
県
の
浪
江
町
か
ら
海
岸
線
を

北
上
し
宮
城
県
の
石
巻
市
ま
で
駆
け
足

で
巡
っ
て
き
ま
し
た
。
海
岸
線
は
ど
こ

も
防
波
堤
の
建
設
と
住
宅
用
地
の
か
さ

上
げ
工
事
が
同
時
進
行
の
様
相
で
し
た
。

津
波
に
さ
ら
わ
れ
た
旧
の
町
並
み
は
家

の
基
礎
の
み
を
残
し
夏
草
が
一
面
に
生

い
茂
っ
て
い
ま
し
た
。
地
主
さ
ん
の
好

意
で
続
け
て
き
た
復
興
商
店
街
の
中
に

は
立
ち
退
き
の
期
限
が
迫
っ
て
き
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
で
す
。「
生
き
て

い
る
人
は
絶
対
に
命
を
粗
末
に
扱
っ
て

は
い
け
な
い
」･

･

家
族
を
亡
く
し
、
多

く
の
借
金
を
抱
え
、
先
行
き
の
見
え
な

い
中
で
懸
命
に
明
る
く
ふ
る
ま
わ
れ
て

い
る
姿
に
頭
が
下
が
り
、
逆
に
元
気
を

も
ら
っ
た
旅
に
な
り
ま
し
た
。 

〔
田
﨑
〕 

JR姫路駅 

前之庄 

辻川 

土万(ひじま)断層 

安富断層 

暮坂峠断層 

琵琶甲(びわこう)断層 

北条 

山崎 

仁豊野 

上図中の四角の枠内を拡大 

これらの地図と活断層の位置（赤帯）は産業技術総合研究所地質調査総合セン
ター（旧通産省地質調査所）の活断層データベース起震断層からの出典。注記と
して「本図に示された断層線は場所によって最大数百ｍの誤差がある可能性が
ある。断層線の幅は実際の活断層の幅を示すものではない」との記載あり。 


